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1 はじめに 

ラジアルラインスロットアンテナ[1]とは高利得・高効率の

薄型平面アンテナである。このアンテナは、平行な金属板

で構成されている。本研究室では、同心円状配列アレーを

実現する非共振クロススロットを給電部に備えたアンテナ

[2]を研究している。非共振クロススロットにより回転モードを

生成している[3]。放射部の終端整合スロットとして非共振ク

ロススロットを用いたアンテナ[4]も解析・試作している。 

本研究では、円偏波アンテナの精密な測定に関してスピ

ンリニア法[5]により回転速度の関係を実験により明らかにし

た。 

 

2 研究目的 

研究目的は、スピンリニア法によるラジアルラインスロット

アンテナの測定の高精度化を目指すことである。 

 

3 研究課題 

スピンリニア法により指向性を調べることでアンテナの最

適な回転速度を見つける。さらに、垂直偏波と水平偏波を

合成する方法で利得を調べ比較も行う。 

 

4 研究内容 

スピンリニア法によって送信側のアンテナを回転させなが

ら指向性を測定することにより最適な送信側の回転速度を

見つけることができた。また、受信側の回転速度である測定

時動作速度についても回転速度を変えながら指向性を測

定することにより最適な回転速度を見つけることができた。 

二つ目の課題は、垂直偏波と水平偏波を合成する方法

で利得を調べて測定値と理論値を比較した。図に示した通

り測定値は理論値と同じような波形になり良い結果を得るこ

とができた。 

 

5 まとめ 

今回の研究では、スピンリニア法により送受信側両方の

最適な回転速度を明らかにできた。また、利得も良い結果

を得ることができた。 

今後の課題は、測定時動作速度が 0.1rpm の時データが

細かく取れなかったことや 0.4rpm の時に正面方向が 2dB

ほど高くなってしまった原因を考える。 

 

 
図１ スピンリニア法 

 
図 2 受信側の測定時動作速度 

 
図３ 利得の測定値と理論値の比較 
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